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講師として招へいした矯正施設所在自治体等の職員と矯正
施設職員が、再犯防止にも地方創生にも資する取組として、矯
正施設の人的・物的な活用等を共に検討し、刑務所出所者等の
地域生活定着に向けた支援体制の充実化を図る。

研修の目的

令和７年
８月２７日（水）

実施

テーマ「効果的な
広報のあり方」

◆ フレーミング効果
同じ情報でも提示の仕方に

よって、人の判断や意思決定

が変わる現象

◆ ナッジ理論
強制的ではなく、人々の行動

をそっと促すことで、より望ま

しい選択を促す仕組みのこと

矯正における広報

更生支援企画課から「矯正における広報」、「『伝
わる』デザイン基礎」について説明を行いました。

（一社）地方ＰＲ機構

殿村代表理事

基調講演

一般社団法人地方ＰＲ機構 殿村代表理事
に「再犯防止施策における効果的な広報手法
～行動経済学『フレーミング効果』『ナッジ理
論』を活用～」と題して御講演いただきました。
講演の中では、「更生支援企画課」を「再出発

サポート課」に改名してはどうかとの御提案も
いただきました。

ワークショップ

矯正施設職員と自治体講師でグループを構成し、それぞれが持参し
た広報物のキャッチコピーを再度考えるというテーマで討議しました。

成果発表

いずれのチームも基調講演
の内容を踏まえた素晴らしい
キャッチコピーばかりで、今後
の各機関の広報物の印象がガ
ラッと変わっていくことが期
待される結果となりました。

最後に集合写真
をパシャリ☆

1.oosakakyouseik.kfb@i.moj.go.jp
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居住支援協議会等との意見交換会

令和７年９月１０日（水）に奈良少年院において、奈良

県内を拠点とする居住支援法人の皆様や奈良保護観

察所様、奈良県・奈良市の住宅部局と福祉部局の皆様

を招へいし、居住支援協議会等との意見交換会を開

催しました。参加者には、奈良県内唯一の処遇施設で

ある奈良少年院を見学いただきました。意見交換の

際、居住支援法人の方々からは、居住支援を行うに当

たっての苦労や工夫や、関係機関との連携の重要性

が語られ、行政側からは、行政としてできることは何

かを考えさせられたとのお話をいただきました。

ひまわりのウエルカムボード

制作：奈良少年院木工科

令和７年１１月２５日（火）に京都刑務所において、

京都府内を拠点とする２０の居住支援法人の皆様

や行政機関の皆様（京都保護観察所、京都市・宇治

市の居住支援協議会事務局、京都府・京都市の福

祉部局等）、オブザーバーとして、近畿地方整備局

様や滋賀県住宅部局様を招へいし、京都府住宅部

局様と共催で、意見交換会兼居住支援法人連絡会

を行いました。講演をいただいた居住支援法人様

からは、刑務所出所者への居住支援の事例を踏ま

えた今後の課題を共有いただき、参加した各法人

の皆様からは、支援の得意分野を紹介いただきま

した。互いに補い合って居住支援を行うきっかけ

作りができたのではないでしょうか。

▲

隊列を組んで

京都刑務所

内を見学

★居住支援とは…

住まいに関する課題を抱えている方
に対する、住まいに関する相談や入居
前・入居中・退去時の支援のことです。
矯正においては、居住支援を通じた、
刑務所出所者等の再犯防止と社会復
帰を目指しています。

★居住支援協議会等との意見交換会とは…

居住支援法人や、地方公共団体の住宅担当部局職
員等を矯正施設に招へいし、被収容者の特性や矯
正処遇・社会復帰支援の実情等についての関心と
理解を深め、地域における刑務所出所者等の帰住
先確保の促進を図ることを目的に開催しています。
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農福連携を推進する上で、矯正の取組が分か

るものが欲しいとの要望を受け、「農福連携を通

じた罪を犯した人の立ち直り支援」というチラシ

を作成しています。昨年度は滋賀県で、今年度

は兵庫県や奈良県で、農福連携に取り組んでい

る農業者等に向けて配布をしていただいていま

す。

★矯正における農福連携とは…

刑務所や少年院での就農指導や就労体験等
を通じて就農意欲を喚起するほか、刑務所等
による農福連携関係団体からの食材等の調
達を推進し、再犯防止と農業分野における新
たな働き手確保の双方を目指しています。

農福連携を通じた立ち直り支援

「矯正展」では、刑務作業の重要性や現状などにつ

いて、国民のみなさまに広く知っていただくため、

それぞれの刑務所等で行われている刑務作業につ

いての広報を行うほか、実際に受刑者が刑務作業

で製作した「刑務所作業製品」（ＣＡＰＩＣ）を展示・販

売しています。

このたび、更生支援企画課として、「関西矯正展」

にブース出展しました。

再犯防止・農福連携・居住支援のポスターやアニ

メーション動画、『犯罪をした後の流れと再犯防

止』・『犯罪・非行に陥る背景 ～「生きづらさ」とい

う問題～』をテーマにしたポスターを掲示し、それら

を基にしたクイズのリーフレットを配布しました。

熱心にクイズに取り組んでくださる方も多くいて、

たいへん盛況でした。ありがとうございました。
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「更生支援企画課だより」バックナンバー

QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

▲イベント詳細

https://www.moj.go.jp/kyousei1/kyousei08_00160.html#sympo
https://forms.gle/AoUQ6wXEXxkanmcp8
https://www.moj.go.jp/kyousei1/kyousei08_00104.html#backnumber
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